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(57)【要約】
【課題】Ｗｅｂブラウザ機能を有するＩＰ電話端末を用
いて、Ｗｅｂサーバにログインする際に、Ｗｅｂサーバ
側で自動的にユーザ認証することができるようにする。
【解決手段】本発明の通信システムは、情報閲覧機能部
及び電話機能部を有する複数のユーザ端末と、各ユーザ
端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた端末
情報を保持する端末情報保持部を有し、ユーザ端末の電
話機能部の呼制御を行う呼制御手段と、各ユーザ端末の
ユーザ認証に係るユーザ認証情報と、ユーザ端末の電話
機能部の電話番号情報を含むユーザ個別情報と対応付け
て保持するユーザ情報管理手段と、ある情報閲覧機能部
からアクセスされた場合、複数の端末情報の中から、当
該アクセス元の端末識別情報に対応する電話番号情報を
取得し、さらにユーザ情報管理手段から、電話番号情報
に対応するユーザ認証情報を検索してユーザ認証を行う
ユーザ認証手段とを備える。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも情報閲覧機能部及び電話機能部を有する複数のユーザ端末と、
　上記各ユーザ端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた複数の端末情報を保持
する端末情報保持部を有し、上記ユーザ端末の上記電話機能部の呼制御を行う呼制御手段
と、
　上記各ユーザ端末のユーザ認証に係るユーザ認証情報と、少なくとも上記ユーザ端末の
上記電話機能部の電話番号情報を含むユーザ個別情報と対応付けて保持するユーザ情報管
理手段と、
　あるユーザ端末の情報閲覧機能部からアクセスされた場合、上記呼制御手段の上記端末
情報保持部が保持する上記複数の端末情報の中から、当該アクセス元の端末識別情報に対
応する電話番号情報を取得し、さらに上記ユーザ情報管理手段から、上記取得した電話番
号情報に対応するユーザ認証情報を検索して、当該アクセス元ユーザのユーザ認証を行う
ユーザ認証手段と
　を備えることを通信システム。
【請求項２】
　上記ユーザ認証手段によるユーザ認証結果に応じて、上記アクセス元のユーザ端末に対
して、所定の情報を送信する情報提供手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の通
信システム。
【請求項３】
　少なくとも情報閲覧機能部及び電話機能部を有する複数のユーザ端末と、上記各ユーザ
端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた複数の端末情報を保持する端末情報保
持部を有し、上記ユーザ端末の上記電話機能部の呼制御を行う呼制御手段とを備えた通信
システムで、アクセス要求元のユーザ認証を行うユーザ認証装置において、
　上記各ユーザ端末のユーザ認証に係るユーザ認証情報と、少なくとも上記ユーザ端末の
上記電話機能部の電話番号情報を含むユーザ個別情報と対応付けて保持するユーザ情報管
理手段と、
　あるユーザ端末の情報閲覧機能部からアクセスされた場合、上記呼制御手段の上記端末
情報保持部が保持する上記複数の端末情報の中から、当該アクセス元の端末識別情報に対
応する電話番号情報を取得し、さらに上記ユーザ情報管理手段から、上記取得した電話番
号情報に対応するユーザ認証情報を検索して、当該アクセス元ユーザのユーザ認証を行う
ユーザ認証手段と
　を備えることを特徴とするユーザ認証装置。
【請求項４】
　少なくとも情報閲覧機能部及び電話機能部を有する複数のユーザ端末と、上記各ユーザ
端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた複数の端末情報を保持する端末情報保
持部を有し、上記ユーザ端末の上記電話機能部の呼制御を行う呼制御手段とを備えた通信
システムで、アクセス要求元のユーザ認証を行うユーザ認証方法において、
　コンピュータが、ユーザ情報管理手段及びユーザ認証手段を備え、
　上記ユーザ情報管理手段が、上記各ユーザ端末のユーザ認証に係るユーザ認証情報と、
少なくとも上記ユーザ端末の上記電話機能部の電話番号情報を含むユーザ個別情報と対応
付けて保持するユーザ情報管理工程と、
　上記ユーザ認証手段が、あるユーザ端末の情報閲覧機能部からアクセスされた場合、上
記呼制御手段の上記端末情報保持部が保持する上記複数の端末情報の中から、当該アクセ
ス元の端末識別情報に対応する電話番号情報を取得し、さらに上記ユーザ情報管理手段か
ら、上記取得した電話番号情報に対応するユーザ認証情報を検索して、当該アクセス元ユ
ーザのユーザ認証を行うユーザ認証工程と
　を有することを特徴とするユーザ認証方法。
【請求項５】
　少なくとも情報閲覧機能部及び電話機能部を有する複数のユーザ端末と、上記各ユーザ
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端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた複数の端末情報を保持する端末情報保
持部を有し、上記ユーザ端末の上記電話機能部の呼制御を行う呼制御手段とを備えた通信
システムで、アクセス要求元のユーザ認証を行うユーザ認証装置のユーザ認証プログラム
において、
　上記ユーザ認証装置を、
　上記各ユーザ端末のユーザ認証に係るユーザ認証情報と、少なくとも上記ユーザ端末の
上記電話機能部の電話番号情報を含むユーザ個別情報と対応付けて保持するユーザ情報管
理手段、
　あるユーザ端末の情報閲覧機能部からアクセスされた場合、上記呼制御手段の上記端末
情報保持部が保持する上記複数の端末情報の中から、当該アクセス元の端末識別情報に対
応する電話番号情報を取得し、さらに上記ユーザ情報管理手段から、上記取得した電話番
号情報に対応するユーザ認証情報を検索して、当該アクセス元ユーザのユーザ認証を行う
ユーザ認証手段
　として機能させることを特徴とするユーザ認証プログラム。
【請求項６】
　請求項３に記載のユーザ認証装置を備えるものであることを特徴とするサーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システム、ユーザ認証装置、ユーザ認証方法、ユーザ認証プログラム及
びサーバに関し、例えば、Ｗｅｂブラウザ機能を有するＩＰ電話端末で、Ｗｅｂページに
ログインする際に、Ｗｅｂサーバで自動的にユーザ識別をするシステムに適用し得るもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、ネットワーク上のＷｅｂサーバにログインをする際、ユーザ認証のために、Ｗ
ｅｂサーバはユーザＩＤやパスワード等のユーザ認証情報の入力をユーザ側に要求するこ
とが行なわれる。
【０００３】
　しかし、ユーザＩＤやパスワード等のユーザ認証情報を覚えておかなくてはいけないと
いうユーザ負担を軽減させる観点や、不正アクセスを回避させる観点から、特許文献１及
び２に記載の技術がある。
【０００４】
　特許文献１及び２には、Ｗｅｂサーバからのログイン要求があった場合に、ＩＣカード
に格納されているログインデータを読み出し、このログインデータを用いてログインフォ
ームを生成する技術が記載されている。このように専用のＩＣカードを用いることで、ユ
ーザＩＤやパスワードなどの入力をせずに、自動的に認証処理を行なうことができる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２０８４１０号公報
【特許文献２】特開２００３－１９６２４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、近年のネットワーク技術の発展に伴い、例えば、携帯端末等からネットワー
クへのアクセスが可能であったり、又例えば、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）等にＩＰ
電話アプリケーション（ソフトフォン）を搭載させることにより、ＰＣから音声通信が可
能である。
【０００７】
　このように、データ通信技術と音声通信技術との融合技術の急速な発展により、Ｗｅｂ
サーバへのアクセス形態の多様化が求められている。
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【０００８】
　上述した特許文献１及び２に記載の技術は、専用の装置やアプリケーションを備えるこ
とが必要となる。そのため、既存のパーソナルコンピュータ（ＰＣ）やＷｅｂブラウザ機
能付きＩＰ電話端末等に適用する場合にも、これら専用装置などを備えることが必要であ
る。
【０００９】
　しかしながら、例えば一般的な企業ネットワーク等では、これら既存のＰＣやＩＰ電話
端末等を多数導入しているため、これら多数のＰＣやＩＰ電話端末等に専用装置などを導
入することは費用がかかり、又運用管理が複雑になる等の問題があった。
【００１０】
　そこで、上記課題に鑑み、Ｗｅｂブラウザ機能を有するＩＰ電話端末を用いて、Ｗｅｂ
サーバにログインする際に、Ｗｅｂサーバ側で自動的にユーザ認証することができる通信
システム、ユーザ認証装置、ユーザ認証方法、ユーザ認証プログラム及びサーバが求めら
れている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　かかる課題を解決するために、第１の本発明の通信システムは、（１）少なくとも情報
閲覧機能部及び電話機能部を有する複数のユーザ端末と、（２）各ユーザ端末の端末識別
情報と電話番号情報とを対応付けた複数の端末情報を保持する端末情報保持部を有し、ユ
ーザ端末の電話機能部の呼制御を行う呼制御手段と、（３）各ユーザ端末のユーザ認証に
係るユーザ認証情報と、少なくともユーザ端末の電話機能部の電話番号情報を含むユーザ
個別情報と対応付けて保持するユーザ情報管理手段と、（４）あるユーザ端末の情報閲覧
機能部からアクセスされた場合、呼制御手段の端末情報保持部が保持する複数の端末情報
の中から、当該アクセス元の端末識別情報に対応する電話番号情報を取得し、さらにユー
ザ情報管理手段から、取得した電話番号情報に対応するユーザ認証情報を検索して、当該
アクセス元ユーザのユーザ認証を行うユーザ認証手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　第２の本発明のユーザ認証装置は、少なくとも情報閲覧機能部及び電話機能部を有する
複数のユーザ端末と、各ユーザ端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた複数の
端末情報を保持する端末情報保持部を有し、ユーザ端末の電話機能部の呼制御を行う呼制
御手段とを備えた通信システムで、アクセス要求元のユーザ認証を行うユーザ認証装置に
おいて、（１）各ユーザ端末のユーザ認証に係るユーザ認証情報と、少なくともユーザ端
末の電話機能部の電話番号情報を含むユーザ個別情報と対応付けて保持するユーザ情報管
理手段と、（２）あるユーザ端末の情報閲覧機能部からアクセスされた場合、呼制御手段
の端末情報保持部が保持する複数の端末情報の中から、当該アクセス元の端末識別情報に
対応する電話番号情報を取得し、さらにユーザ情報管理手段から、取得した電話番号情報
に対応するユーザ認証情報を検索して、当該アクセス元ユーザのユーザ認証を行うユーザ
認証手段とを備えることを特徴とする。
【００１３】
　第３の本発明のユーザ認証方法は、少なくとも情報閲覧機能部及び電話機能部を有する
複数のユーザ端末と、各ユーザ端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた複数の
端末情報を保持する端末情報保持部を有し、ユーザ端末の電話機能部の呼制御を行う呼制
御手段とを備えた通信システムで、アクセス要求元のユーザ認証を行うユーザ認証方法に
おいて、コンピュータが、ユーザ情報管理手段及びユーザ認証手段を備え、（１）ユーザ
情報管理手段が、各ユーザ端末のユーザ認証に係るユーザ認証情報と、少なくともユーザ
端末の電話機能部の電話番号情報を含むユーザ個別情報と対応付けて保持するユーザ情報
管理工程と、（２）ユーザ認証手段が、あるユーザ端末の情報閲覧機能部からアクセスさ
れた場合、呼制御手段の端末情報保持部が保持する複数の端末情報の中から、当該アクセ
ス元の端末識別情報に対応する電話番号情報を取得し、さらにユーザ情報管理手段から、
取得した電話番号情報に対応するユーザ認証情報を検索して、当該アクセス元ユーザのユ
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ーザ認証を行うユーザ認証工程とを有することを特徴とする。
【００１４】
　第４の本発明のユーザ認証プログラムは、少なくとも情報閲覧機能部及び電話機能部を
有する複数のユーザ端末と、各ユーザ端末の端末識別情報と電話番号情報とを対応付けた
複数の端末情報を保持する端末情報保持部を有し、ユーザ端末の電話機能部の呼制御を行
う呼制御手段とを備えた通信システムで、アクセス要求元のユーザ認証を行うユーザ認証
装置のユーザ認証プログラムにおいて、ユーザ認証装置を、（１）各ユーザ端末のユーザ
認証に係るユーザ認証情報と、少なくともユーザ端末の電話機能部の電話番号情報を含む
ユーザ個別情報と対応付けて保持するユーザ情報管理手段、（２）あるユーザ端末の情報
閲覧機能部からアクセスされた場合、呼制御手段の端末情報保持部が保持する複数の端末
情報の中から、当該アクセス元の端末識別情報に対応する電話番号情報を取得し、さらに
ユーザ情報管理手段から、取得した電話番号情報に対応するユーザ認証情報を検索して、
当該アクセス元ユーザのユーザ認証を行うユーザ認証手段として機能させることを特徴と
するものである。
【００１５】
　第５の本発明のサーバは、第２の本発明のユーザ認証装置を備えるものであることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、Ｗｅｂブラウザ機能を有するＩＰ電話端末を用いて、Ｗｅｂサーバに
ログインする際に、Ｗｅｂサーバ側で自動的にユーザ認証することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
（Ａ）第１の実施形態
　以下、本発明の認証システムの第１の実施形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１８】
　第１の実施形態は、例えば、ユーザが、ブラウザ機能部と電話機能部とを搭載した端末
を用いて、Ｗｅｂサーバにアクセスし、Ｗｅｂサーバからの画面を端末に表示させる場合
の実施形態に本発明を適用する場合を例示して説明する。
【００１９】
（Ａ－１）第１の実施形態の構成
　図１は、第１の実施形態の通信システムの全体構成及び各構成要素の内部構成を示す構
成図である。
【００２０】
　図１において、第１の実施形態の通信システム９は、Ｗｅｂサーバ１、呼処理サーバ２
、ＩＰ電話端末３、を有して構成される。
【００２１】
　なお、図１において、Ｗｅｂサーバ１、呼処理サーバ２、ＩＰ電話端末３は、図示しな
いネットワークを通じて接続されるものである。このネットワークは、有線ネットワーク
、無線ネットワーク、又はこれらを結合したネットワークを広く適用することができる。
また、ネットワークは、例えばインターネットに代表される公衆網を適用した場合を例示
するが、これに限定されず、専用網にも適用することができる。さらに、ネットワークの
通信プロトコルは、特に限定されないが、第１の実施形態では、ＴＣＰ／ＩＰを適用した
場合を例示して説明する。
【００２２】
　ＩＰ電話端末３は、Ｗｅｂブラウザ機能部３１及びＩＰ電話機能部３２を備える端末で
ある。ＩＰ電話端末３は、例えば、ＰＣにＩＰ電話アプリケーション機能を搭載したもの
（いわゆるソフトフォン）や、Ｗｅｂブラウザ機能付きのＩＰ電話端末（固定型ＩＰ電話
端末、携帯型ＩＰ電話端末を含む概念）などを適用することができる。
【００２３】



(6) JP 2009-134503 A 2009.6.18

10

20

30

40

50

　呼処理サーバ２は、ＩＰ電話端末３間の呼処理を行なう装置であり、例えば、ＰＢＸサ
ーバやＳＩＰサーバなどを適用することができる。呼処理サーバ２は、ＩＰ電話端末デー
タ管理部２１、対ＩＰ電話端末通信部２２、対Ｗｅｂサーバ通信部２３、を少なくとも有
して構成される。
【００２４】
　ＩＰ電話端末データ管理部２１は、ＩＰ電話端末３の端末情報を管理するものである。
ここで、ＩＰ電話端末３の端末情報としては、少なくとも、ＩＰ電話端末３の電話番号と
ＩＰアドレスとを対応付けた情報を適用することができる。
【００２５】
　対ＩＰ電話端末通信部２２は、例えば、ＩＰ電話端末３に対して呼を接続する場合に、
ＩＰ電話端末３との間で通信処理を行なうものである。また、対ＩＰ電話端末通信部２２
は、呼制御対象のＩＰ電話端末３から取得した電話番号及びＩＰアドレスを端末情報とし
てＩＰ電話端末データ管理部２１に与えるものである。
【００２６】
　対Ｗｅｂサーバ通信部２３は、Ｗｅｂサーバ１との間の通信処理を行なうものである。
対Ｗｅｂサーバ通信部２３は、Ｗｅｂサーバ１からの要求に応じて、ＩＰ電話端末データ
管理部２１により検索された、対応するＩＰ電話端末の端末情報をＷｅｂサーバ１に与え
るものである。
【００２７】
　Ｗｅｂサーバ１は、各種アプリケーションサービスを提供する装置である。Ｗｅｂサー
バ１は、ユーザデータ管理部１１、Ｗｅｂページ表示部１２、ユーザ認証部１３、ＨＴＴ
Ｐ通信処理部１４、対呼処理サーバ通信処理部１５、を少なくとも有して構成される。
【００２８】
　ユーザデータ管理部１１は、Ｗｅｂサーバ１が提供するＷｅｂページへのアクセス権限
を有するユーザのユーザ認証情報Ｄ１と、そのＷｅｂページで操作や表示するユーザ個別
のデータＤ２とを、ユーザ識別情報（例えば、ログインで使用するユーザ名やユーザＩＤ
など）で対応付けて保持するものである。
【００２９】
　ここで、ユーザ認証情報Ｄ１としては、ユーザ認証処理に必要な情報を広く適用するこ
とができるが、例えば、ユーザ名（ユーザＩＤ）と、パスワードとを適用することができ
る。また、ユーザ個別のデータＤ２としては、例えば、Ｗｅｂページとして表示する電話
帳のデータとなるユーザ名（ユーザＩＤ）、メールアドレス、電話番号等を適用すること
ができる。
【００３０】
　なお、第１の実施形態では、説明を理解し易くするため、ユーザに提供するＷｅｂペー
ジとしては、電話帳データを提供する場合を例とする。
【００３１】
　さらに、ユーザ認証情報Ｄ１及びユーザ個別のデータＤ２の登録方法としては、種々の
方法を適用することができるが、例えば、ＩＰ電話端末３からの所定の登録処理により、
予め登録するようにしてもよい。
【００３２】
　Ｗｅｂページ表示部１２は、ＨＴＴＰ通信処理部１４を経由して、ＩＰ電話端末３のブ
ラウザ機能部３１に対して、Ｗｅｂページの情報を送信させるものである。Ｗｅｂページ
表示部１２は、通信元端末のＩＰアドレスをＨＴＴＰ通信処理部１４から受け取り、この
ＩＰアドレスをユーザ認証部１３に与えて、ユーザ認証を要求するものである。
【００３３】
　このとき、ユーザ認証部１３からの認証結果に応じて、ユーザ名とパスワードとを入力
するためのログイン画面の表示の有無を切り替える。
【００３４】
　つまり、ログイン画面を表示した際は、入力されたユーザ名とパスワードは「ユーザ認
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証部」に渡してユーザ認証を要求し、ユーザ認証結果を受け取る。
【００３５】
　ログイン画面表示有無どちらでもユーザ認証できた場合は、そのユーザ個別のデータＤ
２をユーザデータ管理部１１から取得し、例えばそのユーザの個人電話帳のＷｅｂページ
を表示させる。
【００３６】
　ユーザ認証部１３は、Ｗｅｂページ表示部１２からの要求に応じて、ユーザ認証処理を
行なうものである。ユーザ認証部１３は、Ｗｅｂページ表示部１２から通信元端末のＩＰ
アドレスを受け取ると、この通信元端末のＩＰアドレスを、対呼処理サーバ通信処理部１
５を介して、呼処理サーバ２に与えるものである。
【００３７】
　また、ユーザ認証部１３は、通信元端末のＩＰアドレスに対応する端末情報を呼処理サ
ーバ２から取得し、この端末情報に含まれる電話番号をユーザデータ管理部１１に与えて
、この電話番号に対応するユーザ個別のデータＤ２を検索する。
【００３８】
　そして、ユーザ個別のデータＤ２を検索できた場合、ユーザ認証部１３は、このユーザ
個別のデータＤ２のユーザ名に対応するユーザ認証情報Ｄ１をユーザデータ管理部１１か
ら取得する。ユーザ認証部１３は、このユーザ識別情報Ｄ１に基づいてユーザ認証を行な
う。これにより、ユーザ認証に係るユーザ認証情報（つまり、ユーザ名及びパスワード）
の取得することなく、ユーザ認証することができる。
【００３９】
　一方、ユーザ個別のデータＤ２が検索できなかった場合、又はこのユーザ個別のデータ
Ｄ２に対応するユーザ識別情報Ｄ１が存在しないなどが生じた場合、ユーザ認証部１３は
、当該ユーザのユーザ認証処理を行なわない。
【００４０】
　このとき、ユーザ認証部１３は、Ｗｅｂページ表示部１２に対して、ユーザ認証ができ
なかった旨を通知する。そうすると、Ｗｅｂページ表示部１２は、ユーザのＩＰ電話端末
３に対してログイン画面を表示させ、ＩＰ電話端末３からユーザ認証情報を取得する。ユ
ーザ認証部１３は、この取得したユーザ認証情報とユーザデータ管理部１１に保持される
ユーザ認証情報Ｄ１との一致・不一致によりユーザ認証を行なう。
【００４１】
　ＨＴＴＰ通信処理部１４は、例えばＨＴＴＰを通信プロトコルとして通信処理を行なう
通信処理部である。ＨＴＴＰ通信処理部１４は、例えば、ＩＰ電話端末３のＷｅｂブラウ
ザ機能部３１からＨＴＴＰアクセスを受け取り、Ｗｅｂページ表示部１２から送信される
画像情報をＩＰ電話端末３のＷｅｂブラウザ機能部３１に応答するものである。
【００４２】
　対呼処理サーバ通信処理部１５は、ユーザ認証部１３からの指示に従って、ユーザ認証
部１３から与えられたＩＰアドレスを呼処理サーバ２に与えるものである。また、対呼処
理サーバ通信処理部１５は、呼処理サーバ２から受け取った端末情報をユーザ認証部１３
に与えるものである。ここで、対呼処理サーバ通信処理部１５の通信方式は、呼処理サー
バ２との間で任意に規定することができ、例えば、ＳＩＰやＳＯＡＰなどの従来技術をベ
ースに独自パラメータ規定で実現可能である。
【００４３】
（Ａ－２）第１の実施形態の動作
　次に、第１の実施形態の通信システム９におけるユーザ認証処理の動作について図面を
参照しながら説明する。
【００４４】
　まず、ＩＰ電話端末３のユーザは、呼処理サーバ２に対して、ＩＰ電話端末３のＩＰア
ドレス及び電話番号とを対応付けた端末情報Ｄ３の登録処理を行なう。
【００４５】
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　この端末情報Ｄ３の登録処理は、種々の手順を適用することができるが、例えば、呼処
理サーバ２のＲＥＧＩＳＴＥＲ機能により実現することができる。つまり、呼処理サーバ
２とＩＰ電話端末３との間で呼制御信号（ＲＥＧＩＳＴＥＲ）のやり取りを行なうことで
、ＩＰ電話端末３の電話番号及びＩＰアドレスを呼処理サーバ２に通知することができる
ので、ＩＰ電話端末データ管理部２１に端末情報Ｄ３を登録することができる。
【００４６】
　続いて、ＩＰ電話端末３のユーザが、Ｗｅｂブラウザ機能部３１を操作して、Ｗｅｂサ
ーバ１にアクセスする場合のユーザ認証処理について図２を参照して説明する。
【００４７】
　図２は、第１の実施形態の通信システム９におけるユーザ認証処理の動作を示すシーケ
ンスである。
【００４８】
　図２において、まず、ＩＰ電話端末３を所持するユーザがＷｅｂサーバ１にアクセスし
ようとする場合、ユーザの操作を受けて、ＩＰ電話端末３のＷｅｂブラウザ機能部３１は
、Ｗｅｂサーバ１に対してＨＴＴＰアクセス信号を送信する（ステップＳ１）。
【００４９】
　ＩＰ電話端末３からのＨＴＴＰアクセス信号がＷｅｂサーバ１に与えられると、Ｗｅｂ
サーバ１において、ＨＴＴＰ通信処理部１４は、受信したＨＴＴＰアクセス信号をアクセ
ス先のＷｅｂページ表示部１２に通知する（ステップＳ２）。
【００５０】
　Ｗｅｂページ表示部１２では、ＨＴＴＰ通信処理部１４からＨＴＴＰアクセス信号を受
け取ると、このＨＴＴＰアクセス信号に含まれているアクセス元端末（つまりＩＰ電話端
末３）のＩＰアドレスを抽出し、このＩＰアドレスをユーザ認証部１３に与えてユーザ認
証を要求する（ステップＳ３）。
【００５１】
　ユーザ認証部１３では、Ｗｅｂページ表示部１２からのユーザ認証の要求を受けると、
受け取ったＩＰ電話端末３のＩＰアドレスを対呼処理サーバ通信処理部１５に与えて、こ
のＩＰ電話端末３のＩＰアドレスを呼処理サーバ２に送信させる（ステップＳ４及びＳ５
）。
【００５２】
　Ｗｅｂサーバ１の対呼処理サーバ通信処理部１５からのＩＰ電話端末３のＩＰアドレス
が呼処理サーバ２に与えられると、呼処理サーバ２では、このＩＰ電話端末３のＩＰアド
レスに対応する端末情報Ｄ３が検索され、このＩＰアドレスに対応する電話番号が対呼処
理サーバ通信処理部１５に与えられる（ステップＳ６）。
【００５３】
　なお、第１の実施形態では、ＩＰアドレスに対応する電話番号が返信される場合を例示
するが、端末情報Ｄ３自体を返信するようにしてもよい。
【００５４】
　ここで、呼処理サーバ２における処理について説明する。
【００５５】
　まず、Ｗｅｂサーバ１の対呼処理サーバ通信処理部１５からのＩＰ電話端末３のＩＰア
ドレスが呼処理サーバ２の対Ｗｅｂサーバ通信部２３に受信されると、このＩＰ電話端末
３のＩＰアドレスは、対Ｗｅｂサーバ通信部２３からＩＰ電話端末データ管理部２１に与
えられる。
【００５６】
　そして、ＩＰ電話端末データ管理部２１では、保持している端末情報Ｄ３の中から、受
信したＩＰアドレスに対応する端末情報Ｄ３を検索し、ＩＰアドレスに対応する電話番ｇ
能を対Ｗｅｂサーバ通信部２３に与え、Ｗｅｂサーバ１に向けて返信させる。なお、ＩＰ
アドレスに対応する端末情報を検索できなかった場合には、その旨をＷｅｂサーバ１に返
信させる。
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【００５７】
　このようにして、Ｗｅｂサーバ１にアクセスしてきたアクセス元端末（ＩＰ電話端末３
）のＩＰアドレスに対応する電話番号が、呼処理サーバ２からＷｅｂサーバ１に与えられ
ると、受信された電話番号は、対呼処理サーバ通信処理部１５からユーザ認証部１３に与
えられる（ステップＳ７）。
【００５８】
　ユーザ認証部１３は、呼処理サーバ２から取得した電話番号をユーザデータ管理部１１
に与える（ステップＳ８）。
【００５９】
　ユーザデータ管理部１１は、この電話番号をキー情報として、保持されているユーザ個
別のデータＤ２の中から該当するデータを検索する。そして、ユーザデータ管理部１１に
より、電話番号に対応するユーザ個別のデータＤ２が検索された場合、その検索されたユ
ーザ個別のデータＤ２に対応するユーザ認証情報Ｄ１が、ユーザ認証部１３に与えられる
（ステップＳ９）。
【００６０】
　このとき、電話番号に対応するユーザ個別のデータＤ２がない場合、ユーザデータ管理
部１１は、その旨をユーザ認証部１３に対して応答する。
【００６１】
　ユーザデータ管理部１１からユーザ認証情報Ｄ１が与えられた場合、ユーザ認証部１３
は、そのユーザ認証情報Ｄ１をＷｅｂページ表示部１２に与える（ステップＳ１０）。
【００６２】
　なお、呼処理サーバ２からＩＰアドレスに対応する電話番号を取得できなかった場合や
、呼処理サーバ２から電話番号を取得したが、その取得した電話番号に対応するユーザ認
証情報Ｄ１を特定できなかった場合など最終的にユーザ認証情報Ｄ１を取得できなかった
場合、ユーザ認証部１３は、その旨をＷｅｂページ表示部１２に通知する。
【００６３】
　ユーザ認証部１３からユーザ識別情報を受け取ると、Ｗｅｂページ表示部１２は、ユー
ザ側にユーザ名及びパスワードを入力させるログイン画面の表示を省略する。そして、Ｗ
ｅｂページ表示部１２は、ログイン後に表示させる画面（例えば、そのユーザの個人の電
話帳情報等）データをユーザデータ管理部１１に問い合わせ（ステップＳ１１）、そのロ
グイン後に表示させる画面データをユーザデータ管理部１１から取得する（ステップＳ１
２）。
【００６４】
　そして、Ｗｅｂページ表示部１２は、ユーザデータ管理部１１から取得した表示画面デ
ータを、ＨＴＴＰ通信処理部１４を介して、ＩＰ電話端末３のＷｅｂブラウザ機能部３１
に送信する（ステップＳ１３及びＳ１４）。
【００６５】
　以上のようにして、Ｗｅｂサーバ１は、ＨＴＴＰアクセス元のＩＰアドレスより、Ｗｅ
ｂブラウザ機能付きＩＰ電話端末の端末データ（電話番号を呼処理サーバから取得し、そ
の電話番号を使用するユーザを自装置（ユーザデータ管理部）で保持しているユーザデー
タから特定することにより、ログイン画面の表示を省略することができる。
【００６６】
　なお、ステップＳ１０において、アクセス元のユーザ認証情報の取得ができなかった場
合、ユーザ認証部１３からその旨が通知されたＷｅｂページ表示部１２は、アクセス元で
あるＩＰ電話端末３に対して、ユーザ名及びパスワードを入力させるためのログイン画面
データを送信する。
【００６７】
　そして、ユーザ名及びパスワードの入力された情報がＷｅｂサーバ１に返信されると、
Ｗｅｂページ表示部１２は、返信されたユーザ名及びパスワードをユーザ認証部１３に与
え、今回ユーザ側から取得したユーザ名及びパスワードを用いてユーザ認証を行なう。
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（Ａ－３）第１の実施形態の効果
　以上のように、第１の実施形態によれば、Ｗｅｂブラウザ機能付きＩＰ電話端末の使用
者は、Ｗｅｂサーバにアクセスした際に、ユーザ名とパスワードの入力操作を行なう手間
を省くことができる。
【００６９】
（Ｂ）他の実施形態
（Ｂ－１）企業やコミュニティなどにおいて、サーバ側でデータ保持管理される共通電話
帳や個人電話帳などのＷｅｂページを、ＩＰ電話アプリケーションが動作するＰＣやＷｅ
ｂブラウザ付きＩＰ携帯電話から使用する際に、ログイン画面でユーザ名とパスワードの
入力操作を省略するために、本発明の方法を適用可能である。
【００７０】
（Ｂ－２）第１の実施形態で説明したＷｅｂサーバ及び呼制御サーバのそれぞれが備える
各種機能は、物理的に同一の呼制御サーバが備える必要はない。第１の実施形態で説明し
た処理が実現できるのであれば、各種機能はそれぞれ異なる装置に搭載され、ネットワー
ク上に分散的に配置されるようにしてもよい。
【００７１】
（Ｂ－３）第１の実施形態で説明した、Ｗｅｂサーバ、呼制御サーバ及びＩＰ電話端末の
各種機能は、ソフトウェア処理として実現されるものである。つまり、例えば、呼制御サ
ーバ及び情報端末は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭなどを備え、ＣＰＵが、Ｒ
ＯＭに格納される処理プログラムを、処理に必要なデータを用いて実行することにより、
各種機能を実現することができる。勿論、可能であれば、ハードウェア処理により実現さ
れるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】第１の実施形態の通信システムの構成及びＷｅｂサーバの構成を示す構成図であ
る。
【図２】第１の実施形態の認証方法を示すシーケンスである。
【符号の説明】
【００７３】
　１…Ｗｅｂサーバ、１１…ユーザデータ管理部、１２…Ｗｅｂページ表示部、１３…ユ
ーザ認証部、１４…ＨＴＴＰ通信処理部、１５…対呼処理サーバ通信処理部、２…呼処理
サーバ、２１…ＩＰ電話端末データ管理部、２２…対ＩＰ電話端末通信部、２３…対Ｗｅ
ｂサーバ通信部、３…ＩＰ電話端末、３１…Ｗｅｂブラウザ機能部、３２…ＩＰ電話機能
部。
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